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家庭科ボランティア ５年生は、家庭科で手縫いの基礎を学

んでいます。手元での細かな作業なので、担任だけでは十分に目が行
き届かないことがあります。そんな時に力強い応援を得ることができ
ました。地域のボランティア「結ゆい隊」の皆様です。初めての裁縫
に戸惑っていた子どもたちも、温かく、丁寧なご指導により、徐々に
上手に手縫いが出来るようになってきました。本当にありがとうござ
います。

青少年赤十字登録式 ８日（月）、校内ＴＶ放送を通して、

青少年赤十字（ＪＲＣ）の登録式を行いました。校長からは、「赤十字
の父、アンリー・デュナン」をはじめ、青少年赤十字が大切にしてい
る態度目標「気づき・考え・実行する」ことについての話をしました。
その後、運営委員会委員長の６年檜山惇也さんの「誓いの言葉」に続
けて各クラスでも「誓いの言葉」を唱和しました。ＪＲＣの活動を通
して、よりよい学校生活が送れるようにしていきたいと思います。

町探検 ２年生 １２日（金）、２年生が生活科の学習で、町

探検に出かけました。東舘の通りにある商店
街や駅などの施設、働く人々の様子を見てき
ました。今回の見学を通して、疑問に思った
ことを整理したり、インタビューの準備をし
たりして、次の調べ学習につなげていきたい
と思います。

研究授業続々 先生方も勉強しています！！
「学び続ける者の
み、人に教える資
格あり」の言葉ど
おり、先生方は、
熱心に研究授業に
取り組み、授業改
善に努めています。

【３年２組 国語】 【４年２組 国語】 【５年１組 道徳】

ふるさと探険隊 １３日（土）、中央公民館で２２名が参加して「ふ

るさと探検隊」の開講式が行われました。式では、町長さんのお話や指導
員の紹介に続き、６年の戸田隆翔さんが堂々と誓いの言葉を述べました。
子どもたちには、ふるさとの良さをたくさん発見してほしいです。

学校だより

☆☆☆「あいさつ」することの意味 ☆☆☆

毎朝、子どもたちが登校してくる様子を見ていて気がつくことがあります。それは、「あい

さつ」について、どうやら大きく３つのグループに分けることができそうだということです。

① 自分からあいさつする子ども

② こちらのあいさつに応じて、あいさつを返す子ども

③ こちらからあいさつしても、あいさつしない子ども

私は、朝あいさつする時、「今日もお互い元気に顔を合わせられましたね。」という気持ちで

言っています。あいさつは、相手の存在を認めることです。その瞬間、その場所で出会えた奇

跡に感謝し、「今日も元気に頑張ろう」という気持ちであいさつしています。③の人が②へ、

②の人が①へ変わり、行く行くは全員が①のような子どもになったらいいなと思っています。


